
■地域とともに…名寄市立大学開学

Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
か
ら
特
急
列
車
で
北
へ
２
時
間
あ
ま
り
。
四
月
を

迎
え
て
な
お
雪
が
残
る
名
寄
の
地
に
、
道
内
を
は
じ
め
全
国
各
地

か
ら
、
住
み
慣
れ
た
街
を
離
れ
て
こ
の
地
に
学
び
の
場
を
求
め
て

集
ま
っ
た
学
生
た
ち
が
、
新
た
な
生
活
を
迎
え
ま
す
。

名
寄
市
立
大
学
１
期
生
た
ち
の
新
た
な
旅
立
ち
の
始
ま
り
、
そ

れ
は
同
時
に
、
新
「
名
寄
市
」
の
新
た
な
歩
み
の
は
じ
ま
り
で
も

あ
り
ま
す
。

日
本
最
北
に
あ
る
道
内
唯
一
の
公
立
女
子
短
期
大
学
と
し
て
、

昭
和
三
十
五
年
に
誕
生
し
た
「
名
寄
女
子
短
期
大
学
」
は
、
確
か

な
歩
み
を
続
け
四
十
六
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
に
は
新
校
舎
が
完
成
。
開
学
三
十
周
年
を
迎
え

た
平
成
二
年
に
は
「
市
立
名
寄
短
期
大
学
」
と
な
り
、
学
科
名
を

家
政
科
か
ら
生
活
科
学
科
に
改
め
、
男
女
共
学
制
と
し
、
平
成
六

年
に
は
看
護
学
科
を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
十
八
年
四
月
、
４
年
制
大
学
が
新
設
さ
れ
、
保
健

福
祉
学
部
栄
養
学
科
（
入
学
定
員
四
十
名
）
、
看
護
学
科
（
同
五

十
名
）、
社
会
福
祉
学
科(

同
五
十
名
）、
学
生
数
五
百
九
十
人
（
短

期
大
学
と
合
わ
せ
六
百
九
十
人
）
の
名
寄
市
立
大
学
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

先
人
の
築
い
た
大
切
な
財
産
を
、
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
「
名
寄
市
立
大
学
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地域とともに…地域とともに…

名寄市立大学開学
平成18年４月

新
た
な
春
を
迎
え
て
、

先
人
の
築
い
た
財
産
を
次
の
世
代
に
。
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４
年
制
の
栄
養
・
看
護
・
社
会
福
祉
の

３
学
科
を
有
す
る
「
名
寄
市
立
大
学
」

■地域とともに…名寄市立大学開学

部
を
構
成
す
る
と
い
う
利
点
を
生
か
し
て

「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
と
協
働
」
を

教
育
理
念
と
し
て
、
「
心
と
体
の
健
康
」
を

追
求
す
る
大
学
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
学
で
は
、
学
生
さ
ん
が
志
す
専

門
領
域
の
「
知
識
・
技
能
」
を
修
得
で
き
る

教
育
に
加
え
て
「
保
健
・
医
療･

福
祉
」
を

幅
広
く
理
解
し
、
し
っ
か
り
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
に
、
３
学
科
間
で
の
「
連
携
教
育
科
目
」

を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
学
科
間
で
の
学
習

の
場
を
共
有
す
る
こ
と
で
相
互
理
解
を
深

め
、
「
連
携
と
協
働
」
に
対
す
る
意
識
と
素

養
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
こ
れ
を
本
学
の
大
き
な
個
性
・
特

色
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

古
く
か
ら
大
学
の
使
命
は
、
①
よ
き
専
門

職
と
し
て
の
職
業
人
を
育
て
る
、
②
科
学
的

研
究
を
行
な
う
、
③
そ
の
国
の
文
化
を
継
承

す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
こ
れ
に
加
え
て
「
地
域
貢
献
」
と

い
う
こ
と
も
大
学
の
使
命
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は
同
時
に
「
地
域
が
教
室
」
「
フ

ィ
ー
ル
ド
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
」
「
地
域
を
ひ

と
つ
の
大
学
に
」
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
社

会
を
教
育
・
研
究
に
活
用
す
る
こ
と
も
含
ま

短
期
大
学
と
し
て
本
学
が
開
校
し
た
の

は
、
今
か
ら
遡
る
こ
と
四
十
六
年
、
一
九
六

〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
で
あ
り
ま
す
。
今

日
、
短
期
大
学
の
卒
業
生
は
、
六
千
名
を
超

え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

今
日
ま
で
、
本
学
は
日
本
最
北
の
公
立
短

期
大
学
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

時
代
と
地
域
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
本
年

４
月
か
ら
４
年
制
の
「
名
寄
市
立
大
学
」
と

し
て
新
し
く
出
発
い
た
し
ま
し
た
。

新
し
い
４
年
制
の
大
学
は
、
公
立
で
は
道

内
唯
一
、
全
国
で
も
４
番
目
の
「
栄
養
」「
看

護
」
「
社
会
福
祉
」
の
３
学
科
を
有
す
る
大

学
で
、
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」
の
分
野
で

活
躍
す
る
「
幅
の
広
い
職
業
人
」
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
栄

養
」
「
看
護
」
「
社
会
福
祉
」
の
３
学
科
で
学

学長 久保田 宏

れ
て
お
り
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
本
学
の
特
色
と
し
て
「
少

人
数
教
育
の
実
践
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

短
期
大
学
と
し
て
の
本
学
が
最
も
大
切
に
し

て
き
た
こ
と
で
、
「
面
倒
見
の
よ
い
大
学
」

と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
少
人
数

教
育
」
は
、
学
生
個
々
の
関
心
と
志
向
、
学

習
過
程
と
到
達
度
に
よ
く
配
慮
し
、
能
力
を

高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
今
後

も
続
け
て
い
き
ま
す
。

以
上
、
新
し
く
４
年
制
と
な
る
本
学
の
教

育
理
念
や
目
標
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た

が
、
多
く
の
学
生
さ
ん
が
、
自
然
豊
か
な
「
名

寄
」
の
地
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
一
緒
に
勉

学
に
励
む
こ
と
を
夢
見
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
、
人
口
約
３
万
の
小
都
市
「
名
寄
」
が
「
大

学
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
「
誇
り
」
に
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
雪
の
下
に
こ
そ
、
地
域

の
宝
が
あ
り
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
す

ば
ら
し
い
地
域
を
守
り
、
「
北
・
北
海
道
」

の
名
が
、
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
質
の
高

さ
」
を
示
す
ブ
ラ
ン
ド
名
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切

に
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

7 広報なよろ４月号



■地域とともに…名寄市立大学開学

「
名
寄
女
子
短
期
大
学
は
、
こ
の

度
、
文
部
省
の
大
学
設
置
審
議
会
で

三
十
五
年
度
か
ら
開
設
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
本
学
は
北
海
道
唯

一
の
公
立
女
子
短
期
大
学
で
あ
り
、

女
子
に
一
般
教
養
と
密
接
な
関
連
に

お
い
て
家
政
に
関
す
る
専
門
的
知
識

及
び
技
能
を
授
け
、
良
き
社
会
人
と

し
て
の
職
能
人
を
育
成
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。」
昭
和

年

月

日
発

34

12

15

行
の
広
報
な
よ
ろ
第

号
で
、「
名
寄

22

女
子
短
期
大
学
の
開
設
決
ま
る
」
と

の
見
出
し
で
始
ま
る
特
集
の
冒
頭
部

分
で
す
。

昭
和

年
８
月
、
市
議
会
議
員
協

34

議
会
に
お
け
る
短
大
設
立
の
審
議
・

検
討
を
経
て
、

月
に
は
市
議
会
で

10

の
議
決
、
文
部
省
に
対
す
る
設
置
認

可
申
請
書
の
提
出
。

月
に
は
名
寄

11

女
子
短
期
大
学
設
立
期
成
会
を
設
置
。

同
月
、
文
部
省
大
学
設
置
審
議
会
に

よ
る
現
地
審
査
が
行
わ
れ
、

月
に

12

は
設
立
認
可
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
発
行
さ
れ

た
広
報
な
よ
ろ
第

号
は
、
同
期
成

22

会
の
役
員
名
簿
を
は
じ
め
と
し
て
、

新
校
舎
の
平
面
図
や
昭
和

年
度
募

35

集
要
項
な
ど
、
誌
面
は
短
大
の
記
事

で
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

短
大
開
設
の
昭
和

年
、
名
寄
市

35

は
地
方
財
政
再
建
特
別
措
置
法
に
よ

る
赤
字
再
建
団
体
を
脱
し
た
ば
か
り

で
、
校
舎
建
築
に
は
名
寄
小
学
校
を

解
体
し
た
古
材
を
使
い
、
調
理
実
習

室
は
旧
・
恵
陵
高
校
（
当
時
家
政
高

校
）
の
体
育
館
を
改
修
し
た
材
料
が

使
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和

年
１
月
に
設
置
認
可
を
受

35

け
た
名
寄
女
子
短
期
大
学
の
第
１
期

生
の
入
学
式
は
４
月

日
に
行
わ
れ
、

20

家
政
科

人
の
定
員
に
対
し

人
が

60

64

入
学
し
ま
し
た
。

道
内
高
卒
女
子
進
学
率
が

％
余

13

と
い
う
時
代
、
人
口
３
万
人
の
小
さ

な
自
治
体
に
短
期
大
学
を
設
置
し
た

開
設
者
、
故
・
池
田
幸
太
郎
市
長
の

昭和34年12月15日発行の広報なよろ第22号

入学定員

学 位

資格・免許

４０人

学士(栄養学)

管理栄養士国家

試験受験資格、

栄養士免許、教

員免許(１種)/栄

養教諭

栄 養 学 科 看 護 学 科 社会福祉学科

５０人

学士(看護学)

看護師国家試験

受験資格、保健

師国家試験受験

資格

５０人

学士(社会福祉学)

社会福祉士国家試

験受験資格、教員

免許(１種)/中学

校社会､高校(公民

・福祉)養護学校

保健福祉学部

熱
意
と
決
意
が
生
ん
だ
短
大
開
学

基
盤
の
美
し
い
街
並
み
、
雪
質
日

本
一
の
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
、
道
北

の
医
療
を
支
え
る
市
立
総
合
病
院
な

ど
と
並
び
、
短
大
は
先
人
が
二
十
世

紀
に
築
い
た
名
寄
市
の
財
産
で
あ
り
、

二
十
一
世
紀
の
世
代
に
し
っ
か
り
と

引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
財
産
で
す
。

少
子
化
と
四
大
志
向
が
増
加
す
る

時
代
の
流
れ
か
ら
、
平
成

年
に
は

12

短
大
改
革
論
議
が
お
こ
り
、
将
来
計

画
検
討
会
議
を
設
置
。
同
会
議
か
ら

は
①
目
ざ
す
短
大
・
大
学
の
あ
り
方

②
大
学
と
地
域
と
市
民
の
関
わ
り
③

大
学
運
営
の
あ
り
方
④
学
生
・
親
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
意
見
・
検
討
内

容
を
ま
と
め
た
答
申
が
出
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
市
議
会
に
お
い
て
も
短
大

調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
平

成

年
９
月
議
会
で
「
市
立
名
寄
短

15
期
大
学
の
４
大
化
推
進
に
つ
い
て
」

議
決
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課

題
と
し
て
①
４
年
制
大
学
へ
の
移
行

に
対
す
る
周
辺
市
町
村
の
理
解
を
得

る
こ
と
②
４
年
制
大
学
に
移
行
さ
れ

た
際
の
運
営
体
制
と
市
民
と
の
連
携

③
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
学
科
構

成
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
が
あ
げ

ら
れ
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
こ
と
が

名
寄
市
立
大
学
が
目
指
す
も
の

短期大学

児 童 学 科

５０人

保育士免許

幼稚園教諭免許

(２種)

市立大学
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大
学
敷
地
内
全
面
禁
煙

本
学
は
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
等
に
携
わ
る
専
門
職
業

人
を
養
成
す
る
大
学
と
し
て

「
喫
煙
す
る
本
人
の
み
な
ら

ず
、
他
人
の
健
康
に
害
を
及

ぼ
す
喫
煙
を
見
逃
す
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
の
立
場
か
ら

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
月
か
ら
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
は
学
生
・
教
職
員
・

学
外
を
問
わ
ず
全
面
禁
煙
と

し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■地域とともに…名寄市立大学開学

昭和35年(1960)４月 名寄女子短期大学開学

(家政科、入学定員60人)

昭和36年(1961)４月 栄養士養成施設の課程指定

昭和41年(1966)４月 入学定員を80人に変更

昭和42年(1967)10月 短大を廃止し道立の看護婦

養成所に移管する｢道立移管

問題｣背景には財政問題

昭和48年(1973)10月 体育館新築落成

昭和55年(1980)４月 入学定員を変更100人となる

昭和57年(1982)６月 道北地域研究所開設

昭和59年(1984)４月 家政科児童専攻課程(定員50

人)を設置、入学定員150人

昭和62年(1987)12月 新校舎完成移転

昭和63年(1988)11月 体育館新築

平成２年(1990)４月 市立名寄短期大学に名称変更

男女共学制となる

平成３年(1991)７月 短大振興協議会設置

平成６年(1994)４月 看護学科設置、生活科学科

との２学科制となり児童専

攻課程で幼稚園教諭免許と

保母資格の同時取得が可能

になる

平成７年(1995)３月 新学生寮アルカディア落成

平成10年(1998)６月 将来構想策定委員会設置

12月 自己点検・評価委員会設置

平成12年(2000)５月 将来計画検討会議設置

平成17年(2005)12月 名寄市立大学設置認可

短大四十六年の歩み

地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
づ
く
り
の
進

展
と
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
に
は
新
校
舎
建
設
工
事

16

に
着
手
。
平
成

年
４
月
に
は
新
名

17

称
が
「
名
寄
市
立
大
学
」
と
決
ま
り
、

平
成

年
４
月
開
学
を
迎
え
ま
し
た
。

18
名
寄
市
立
大
学
は
、
公
立
で
は
道

内
唯
一
、
全
国
で
も
４
番
目
と
な
る

栄
養
・
看
護
・
社
会
福
祉
の
各
学
科

が
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
実
践
的
な

人
材
を
養
成
す
る
大
学
で
、
学
科
構

成
な
ど
は
前
頁
表
の
と
お
り
で
す
。

大
学
の
基
本
理
念
は
①
地
域
社
会

新校舎建設工事現場(平成16年12月)

大
学

校
章

開
学
間
も
な
い
昭
和

年(

１
９

38

６
３)

に
、
学
内
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
て
創
ら
れ
た
バ
ッ
チ(

写
真

上)

は
、
名
寄
の
「
ナ
」
を
変
形
し

て
４
つ
組
み
合
わ
せ
て
ナ
ヨ
ロ
と
し

た
も
の
で
、
中
央
に
は
池
田
市
長
の

揮
毫
に
よ
る
文
字
が
。
昭
和

年(

１

41

９
６
６)

に
で
き
あ
が
っ
た
校
旗
で

は
現
在
の
形(

写
真
下)

に
。

熱
意
は
、
現
在
で
は
想
像
が
で
き
な

い
開
設
ま
で
の
多
忙
な
日
程
を
乗
り

越
え
、
そ
の
決
意
は
昭
和

年
に
起

38

こ
っ
た
短
期
大
学
の
廃
止
問
題
を
も

乗
り
越
え
、
名
寄
市
立
大
学
の
礎
を

築
い
た
の
で
す
。

熱意と決意で短期大学を
開設した池田幸太郎市長

か
ら
信
頼
さ
れ
る
大
学(

地
域
社
会
が

必
要
と
す
る
地
域
密
着
の
大
学
・
地

域
住
民
が
大
学
を
育
て
、
住
民
参
加

の
開
か
れ
た
大
学)

②
保
健
・
福
祉
・

医
療
の
現
場
と
地
域
に
貢
献
す
る
大

学(

地
域
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
・
能

力
を
引
き
出
す
教
育)

③
学
生
中
心
の

大
学(

学
ぶ
人
に
学
び
や
す
い
環
境
・

主
体
性
、
創
造
性
、
自
立
性
を
育
む

環
境)

と
さ
れ
て
お
り
、
教
育
の
基
本

方
針
と
し
て
、
一
つ
は
「
連
携
教
育

の
推
進
」、
二
つ
は
「
少
人
数
教
育
の

実
践
」、
三
つ
は
「
地
域
社
会
の
教
育

的
活
用
」
を
掲
げ
、
３
学
科
で
学
部

を
構
成
す
る
こ
と
の
利
点
と
、
こ
れ

ま
で
の
短
期
大
学
と
し
て
の
教
育
実

績
を
踏
ま
え
、
そ
し
て
「
地
域
に
立

脚
す
る
大
学
」
を
目
指
し
ま
す
。

9 広報なよろ４月号


